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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 54,426 21.4 2,505 19.3 2,636 14.0 1,666 10.0

2019年3月期第2四半期 44,837 10.5 2,100 39.4 2,312 39.1 1,514 47.6

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　1,779百万円 （△18.8％） 2019年3月期第2四半期　　2,190百万円 （36.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 122.27 ―

2019年3月期第2四半期 111.22 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第2四半期 86,030 30,349 34.7 2,189.14

2019年3月期 82,400 29,203 34.8 2,107.61

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 29,859百万円 2019年3月期 28,699百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 17.00 ― 50.00 67.00

2020年3月期 ― 17.00

2020年3月期（予想） ― 50.00 67.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 6.1 5,600 2.9 6,100 4.3 4,100 1.8 300.75

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 13,988,000 株 2019年3月期 13,988,000 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 348,058 株 2019年3月期 370,858 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 13,626,428 株 2019年3月期2Q 13,617,171 株

(注)期末自己株式数には、「株式給付信託（Ｊ-ＥＳＯＰ）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口）が保有する当社株式（2020年3
月期2Ｑ　36,200株）が含まれております。また資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2020年3月期2Ｑ　24,429株）を、期中
平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回復

基調が持続しました。一方、世界経済においては米中貿易摩擦をはじめとした通商問題の深刻化など、海外経済の

不確実性は依然として存在し、景気の先行きは依然不透明な状況であります。

建設業界におきましては、都市部を中心とした再開発等により旺盛な建設需要が継続する一方、労働力の確保が

困難であり、それに伴う労務費の上昇が顕著な状況が続きました。

このような状況の下で、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は以下のとおりとなりまし

た。

当期首に株式を取得したアイ・ビー・テクノス株式会社及びその子会社２社を連結の範囲に含めたこと、並びに、

商品販売事業における売上の増加により、売上高は54,426百万円(前年同期比21.4％増)となりました。一方、利益

面につきましては、売上高の増加に比例し、営業利益が2,505百万円(前年同期比19.3％増)、経常利益は2,636百万

円(前年同期比14.0％増)となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,666百万円(前年同期比10.0

％増)となりました。

なお、当社グループは売上高が第４四半期連結会計期間に集中する傾向があり、業績には季節的変動がありま

す。

＜商品販売事業＞

商品販売事業におきましては、空調機器、制御機器、省エネ機器を中心とした設備機器の仕入・販売及びこれに

関する据付け工事、アフターサービス等を行っております。売上高は38,861百万円(前年同期比23.3％増)、売上総

利益は7,208百万円(前年同期比20.5％増)となりました。

＜工事事業＞

工事事業におきましては、計装工事のほか各種工事の設計・施工及び保守を行っております。売上高は17,336百

万円(前年同期比14.8％増)、売上総利益は4,386百万円(前年同期比11.5％増)となりました。

＜太陽光発電事業＞

太陽光発電事業におきましては、太陽光発電による電力会社への売電を行っております。当第2四半期連結会計期

間に稼働を開始した太陽光発電施設があるため、売上高は134百万円(前年同期比372.7％増)、売上総利益は48百万

円(前年同期比298.5％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて3,629百万円増加し86,030百万円となりま

した。これは設備投資による有形固定資産の純増1,896百万円のほか、子会社株式の取得により発生したのれんの増

加1,885百万円があったことが主な要因です。

（負債の状況）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて2,484百万円増加し55,680百万円となりま

した。これは支払手形及び買掛金や電子記録債務の減少2,758百万円があった一方、有利子負債の純増4,541百万円

及び未成工事受入金の増加423百万円があったことが主な要因です。

（純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,145百万円増加し30,349百万円となり

ました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上から配当金の支払を差し引いた利益剰余金の純増985百

万円があったことが主な要因です。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は34.7％となり、前連結会計年度末に比べ0.1％低下しま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年５月16日に公表いたしました通期連結業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,933 6,753

受取手形及び売掛金 26,440 25,400

電子記録債権 10,446 9,773

たな卸資産 2,589 2,841

未収入金 3,681 3,380

その他 125 492

貸倒引当金 △3 △55

流動資産合計 49,214 48,587

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,135 8,385

土地 6,776 6,909

建設仮勘定 4,675 498

その他 1,358 7,336

減価償却累計額 △3,022 △3,309

有形固定資産合計 17,923 19,820

無形固定資産

のれん 29 1,719

その他 2,763 2,875

無形固定資産合計 2,793 4,595

投資その他の資産

投資有価証券 8,895 9,077

繰延税金資産 525 677

その他 3,304 3,528

貸倒引当金 △256 △256

投資その他の資産合計 12,468 13,027

固定資産合計 33,185 37,442

資産合計 82,400 86,030
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,632 12,094

電子記録債務 8,170 5,949

短期借入金 9,875 14,745

1年内償還予定の社債 - 188

未払法人税等 1,193 834

未成工事受入金 590 1,013

賞与引当金 1,984 1,657

役員賞与引当金 31 37

その他 2,893 3,252

流動負債合計 37,371 39,772

固定負債

社債 150 74

長期借入金 12,954 12,514

繰延税金負債 304 472

役員退職慰労引当金 794 854

退職給付に係る負債 974 947

その他 647 1,046

固定負債合計 15,824 15,908

負債合計 53,196 55,680

純資産の部

株主資本

資本金 1,857 1,857

資本剰余金 1,978 2,080

利益剰余金 21,845 22,831

自己株式 △129 △184

株主資本合計 25,551 26,584

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,260 3,365

退職給付に係る調整累計額 △112 △90

その他の包括利益累計額合計 3,147 3,275

非支配株主持分 504 489

純資産合計 29,203 30,349

負債純資産合計 82,400 86,030
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 44,837 54,426

売上原価 34,980 42,716

売上総利益 9,856 11,709

販売費及び一般管理費 7,756 9,204

営業利益 2,100 2,505

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 93 104

仕入割引 172 184

雑収入 38 108

営業外収益合計 309 402

営業外費用

支払利息 68 84

手形売却損 4 4

支払保証料 20 25

デリバティブ評価損 - 102

雑損失 4 55

営業外費用合計 97 270

経常利益 2,312 2,636

特別利益

固定資産売却益 33 -

投資有価証券売却益 187 -

特別利益合計 221 -

特別損失

投資有価証券評価損 - 21

関係会社支援損 146 -

特別損失合計 146 21

税金等調整前四半期純利益 2,386 2,615

法人税、住民税及び事業税 714 806

法人税等調整額 164 157

法人税等合計 879 964

四半期純利益 1,507 1,651

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △6 △14

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,514 1,666
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 1,507 1,651

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 666 105

退職給付に係る調整額 15 22

その他の包括利益合計 682 127

四半期包括利益 2,190 1,779

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,196 1,793

非支配株主に係る四半期包括利益 △6 △14
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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